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2.1   モデル概要 




















共に, 開水域では海流 ・ 潮流と風によって移流す
るとした.  
 





  1 る AMSR-E のデータの 2 種類を用いて比較検討し
た. 結果の精度に大きな違いはないため, デー
タ頻度の高い AMSR-E を用いる. 氷厚は観測が難
しいため一律 0.3[m]を初期値として与えた.  
・海流データ, 潮流データ 
北海道大学低温科学研究所提供の, 海洋モデ






















2/sec], エマルジョン化した最終密度は 970 
[kg/m
3], 最終粘性は 3.0 [m
2/sec], 流出量は
6000 [m
3], 流出時間は 2000 [sec]であり, 計算
開始とともに油流出が始まるとした. また, 油
の流出海域は各case毎に異なる(Fig 2).  
まず, 流出海域の海氷の有無の結果に与える
影響を調べた(case1～3). ここでcase1 は開水
中, case2 は氷縁部, case3 は密な海氷域より油
が流出するとしている. 各caseでの 3 日後, 7 日
後の流出油分布をFig 3に示す. 油の広がり方は










示す. Fig 4, Fig 5で各caseでの 5 日後, 7 日後
での油の存在確率分布(2004 年 2005 年 2 月の計
算例(28/29 例)の 5 日後 7 日後に油がどこに存在
する可能性が高いか)を示す. 宗谷海峡から流出
した場合(case4), 2004 年 2005 年とも 5 日程度
で北海道へ接岸する可能性が高い. アニア湾か






Fig  2  各caseでの油流出地点. 赤丸は南西から
順に case1,case2,case3 を, 赤×は南西から
case4,case5 を示す. また白色は海氷域を, 青
色は開水域を表す. 尚, 海氷分布は case1～3 の
計算開始日時である 2005 年 2 月 21 日のもの. 
 
 
Fig 3  各 case での 3 日後, 7 日後の流出油分
布. 白は海氷, 青は開水部, 赤い部分は油が存
在する海域を表す.  
 
  2  
Fig 4  宗谷海峡(case4)より油流出した際の 5




Fig 5  アニア湾(case5)より油流出した際の 5








海氷挙動予測計算は 2.1 で示したように 1way 
nesting法を用いた一週間計算である. 以下で
2004 年 2 月の各日スタートの計算 29 例に対して
Critical Success Index(以下CSI), Ice 
Variation Index(以下IVI)により北海道沿岸域
を含む 2km格子の領域の検証を行う. 算出法は
まず各格子をTable 1, Table 2で分類し, 各分類
の個数を数える. その後に(1)式で計算して値を
出す. どちらも値は 0～1 で変化し, 1 に近づく
ほど計算精度が高いことを示す. 
Table 1  CSI の格子分類 
 
Table 2  IVI の格子分類 
 
) /( , Failures Misses Hits Hits IVI CSI   
 … ( 1 ) 
気象庁の海氷予報の精度検証にも用いられて
いる CSI は, 海氷の存在の有無により精度を測
る指標であるが, 海氷分布の形状に影響を受け
る. そこで計算結果上の海氷の変化分により精
度を測る IVI を考案し, CSI と共に検証に用い
た.   











Fig 6  精度検証用海域分け 
 
Fig 8 で CSI の各計算開始日に対する推移
を,Fig 9 では各計算日の 1～7 日間計算結果か
ら算出した IVI の平均値の推移を示す.  
北海道沿岸域(coastal)では精度よく海氷挙
動予測が行えていることがわかる. CSIについ






























Fig 7  2004 年 2 月 14 日スタートの海氷一週間
挙動予測計算結果と実測値との比較. 赤線は計
算結果, 青線は実測値の海氷密接度 0.1 のコン
ターラインを表す. 黒矢印は計算上の氷縁の動
きを示す. (a)全域, (b)アニア湾.  
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Fig 8  2004 年 2 月計算の CSI の推移. 
海氷挙動予測計算 
・  高精度で高解像度の挙動予測が行えた. 
・  計算上の海氷の変動分による精度を測る指
標IVIを考案し, 海氷の有無で精度を測る指
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Fig 9  2004 年 2 月計算の IVI 平均値の推移. 
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